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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

　台形の表シート (1)の両側辺部 (3)及び長辺部 (5)を該表シート (1)より大きい裏シート (2

)の周縁部 (2a)が覆った状態で、該表シート (1)と該裏シート (2)が一体化された台形をな

し、

　該表シート (1)は、不透水性で、苗木 (12)を挿入するための植穴開口部 (7)を有し、かつ

その表面の該植穴開口部 (7)を避けた位置に、該長辺部 (5)と平行で、該長辺部 (5)側に開

口 (p)を有し、かつ内部が該表裏のシート (1,2)間の空間 (s)に連通する一つ以上の袋体 (8)

が形成され、

　該裏シート (2)は不透水性で、かつ設置の時から時間が経過すると開放する透根部 (6)を

備えている

ことを特徴とするのり面植栽用袋。

【請求項２】

　該裏シート (2)は各別の裏片 (21,22)及び中間の帯片 (26)を繋ぎ部 (27)で一体化し、該帯

片 (26)を生分解性材で構成したものである請求項１に記載ののり面植栽用袋。

【請求項３】

　該裏シート (2)は各別の裏片 (21,22)及び中間の帯片 (26)から構成され、該裏片 (21,22)

と該帯片 (26)は繋ぎ部 (27)以外は非一体化部 (28)となり、該非一体化部 (28)が該透根部 (6

)として生分解性糸 (25)で閉じられている請求項１に記載ののり面植栽用袋。

【請求項４】
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　 該 裏 シ ー ト (2)は 各 別 の 裏 片 (21,22)か ら な り 、 両 裏 片 (21,22)は 重 合 部 (23)を 有 し 、 該

重 合 部 (23)の 繋 ぎ 部 (27)を 除 い た 非 一 体 化 部 (24)が 透 根 部 (6)と し て 生 分 解 性 糸 (25)で 閉

じ ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の の り 面 植 栽 用 袋 。

【 請 求 項 ５ 】

　 該 裏 シ ー ト (2)は ス リ ッ ト (20)を 有 し 、 該 ス リ ッ ト (20)が 透 根 部 (6)と し て 生 分 解 性 糸 (2

5)で 閉 じ ら れ て い る 請 求 項 １ に 記 載 の の り 面 植 栽 用 袋 。

【 請 求 項 ６ 】

　 該 表 シ ー ト (1)は 主 部 (1a)と 付 加 部 (1b)で 構 成 さ れ 、 該 主 部 (1a)は 台 形 で 該 植 穴 開 口 部 (

7)を 有 し 、 該 付 加 部 (1b)は そ の 縁 が 該 主 部 (1a)の 長 辺 縁 (5a)又 は 短 辺 縁 (4a)と 重 合 し て 該

主 部 (1a)に 続 く 台 形 を な し 、 該 袋 体 (8)は そ の 重 合 部 分 で 形 成 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ５ の

い ず れ か 一 つ の 項 に 記 載 の の り 面 植 栽 用 袋 。

【 請 求 項 ７ 】

　 該 付 加 部 (1b)は 、 該 空 間 (s)に 培 土 (11)を 充 填 し た 状 態 で 遊 端 が 該 裏 シ ー ト (2)に 固 定 さ

れ て 該 空 間 (s)を 閉 塞 し 、 該 表 シ ー ト (1)の 短 辺 部 (4)と な る 蓋 部 (17)を 備 え て い る 請 求 項

６ に 記 載 の の り 面 植 栽 用 袋 。

【 請 求 項 ８ 】

　 該 袋 体 (8)の 内 部 を 該 空 間 (s)に 連 通 さ せ る の は 該 開 口 (p)と 反 対 側 で 該 表 シ ー ト (1)に 設

け た 通 水 孔 (9)で あ る 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ か 一 つ の 項 に 記 載 の の り 面 植 栽 用 袋 。

【 請 求 項 ９ 】

　 該 袋 体 (8)の 内 部 を 該 空 間 (s)に 連 通 さ せ る の は 該 開 口 (p)と 反 対 側 で 該 表 シ ー ト (1)に 設

け た 縫 合 部 (9')で あ る 請 求 項 １ ～ ８ の い ず れ か 一 つ の 項 に 記 載 の の り 面 植 栽 用 袋 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 該 表 裏 の シ ー ト (1,2)の 間 に 断 熱 材 (13)が 介 装 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ ９ の い ず れ か 一 つ

の 項 に 記 載 の の り 面 植 栽 用 袋 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 該 表 裏 シ ー ト (1,2)の 間 に 耐 湿 性 を 有 す る 保 護 材 (14)が 介 装 さ れ て い る 請 求 項 １ ～ １ ０

の い ず れ か 一 つ の 項 に 記 載 の の り 面 植 栽 用 袋 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 該 植 穴 開 口 部 (7)の 両 縁 部 に 耳 片 (15)を 備 え て い る 請 求 項 １ ～ １ １ の い ず れ か 一 つ の 項

に 記 載 の の り 面 植 栽 用 袋 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 該 耳 片 (15)の 一 方 (15a)が 他 方 (15b)よ り 長 く な っ て い る 請 求 項 １ ２ に 記 載 の の り 面 植 栽

用 袋 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 道 路 に 面 し た 切 土 の り 面 等 の 土 の 斜 面 に 植 栽 す る た め に 使 用 す る 、 の り 面 用

植 栽 袋 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 客 土 が 困 難 な 切 土 の り 面 等 に お い て 、 培 土 が 充 填 さ れ た 植 栽 用 袋 を 利 用 す る 植 栽 方 法 が

知 ら れ て い る 。 植 栽 用 袋 と し て は 、 例 え ば 、 土 の う 袋 や 不 織 布 の 袋 を 使 用 す る こ と も 可 能

で あ る が 、 こ れ ら の 袋 を 使 用 し た 場 合 、 袋 面 か ら の 乾 燥 が 激 し く 苗 の 枯 死 を 招 き や す い と

い う 問 題 が あ っ た 。 そ こ で 、 そ の よ う な 問 題 を 解 決 す る 手 段 と し て 、 例 え ば 、 特 開 平 １ １

－ ８ ９ ４ ４ ９ 号 公 報 に 開 示 さ れ た 植 栽 及 び 苗 木 生 産 用 袋 が 考 案 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 上 記 苗 木 生 産 用 袋 は 、 各 別 の 不 透 水 性 シ ー ト 部 の 一 方 の 周 辺 部 が 、 他 方 の 周 辺 部 を 覆 っ

た 状 態 で 一 体 と さ れ 、 そ れ ら 両 周 辺 部 間 に 通 水 間 隔 が 用 意 さ れ て い る 。 そ し て 、 培 土 が 充

填 さ れ 、 袋 の 表 面 の 不 透 水 性 シ ー ト 部 の 一 部 を 切 り 開 く か 、 又 は 予 め 形 成 し た ス リ ッ ト を

通 す か し て そ の 培 土 に 苗 木 が 埋 め 込 ま れ 、 袋 の 中 央 部 分 が 盛 り 上 が っ た 状 態 で 、 植 栽 面 に
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載 置 し て 使 用 す る も の で あ る 。 こ の 際 、 周 囲 の 通 水 間 隔 の あ る 部 分 は 下 位 に 位 置 す る こ と

に な る 。 そ の た め 、 充 填 さ れ た 培 土 に 含 ま れ る 水 分 の 外 部 へ の 蒸 発 は 防 止 さ れ る 一 方 で 、

散 水 時 や 降 雨 時 の 水 滴 は 上 面 の 不 透 水 性 シ ー ト 部 面 に 当 た っ て そ の 傾 斜 に 沿 っ て 流 れ 、 周

囲 の 通 水 間 隔 を 通 っ て 内 部 の 培 土 へ 浸 透 し 、 長 期 に わ た る 保 水 が 可 能 と さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 ま た 、 上 記 公 報 に は 、 上 記 苗 木 生 産 用 袋 の 別 の 型 式 と し て 、 不 透 水 性 シ ー ト 部 と 透 根 性

シ ー ト 部 が 両 者 の 周 辺 部 で 一 体 と さ れ 、 不 透 水 性 シ ー ト 部 の 周 辺 部 が 外 側 へ 延 展 し た 被 覆

部 を 備 え た も の が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 型 式 の 袋 に よ れ ば 、 被 覆 部 を 袋 の 設 置 面 の 周 囲 を

覆 う よ う に 展 設 す る こ と で 袋 周 囲 の 雑 草 の 繁 茂 を 抑 制 し 、 背 丈 の 低 い 苗 木 が 雑 草 に 被 圧 さ

れ 生 育 不 良 に な る こ と を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ １ － ８ ９ ４ ４ ９ 号 公 報

【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 し か し な が ら 、 上 記 苗 木 生 産 用 袋 に お い て 培 土 に 十 分 な 水 分 を 保 つ た め に は 、 上 面 の 不

透 水 性 シ ー ト 部 面 に 当 た っ た 水 滴 を 回 収 す る だ け で は 足 り ず 、 の り 面 表 面 に 沿 っ て 流 れ る

水 の う ち 袋 表 面 を 通 っ た も の も 回 収 す る 必 要 が あ っ た 。 そ の た め 、 上 記 苗 木 生 産 用 袋 の 使

用 さ れ る の り 面 の 斜 度 が 緩 や か な 場 合 、 雨 水 等 が の り 面 表 面 に 沿 っ て 流 れ に く く な り 袋 表

面 を 流 れ る 水 の 量 が 減 少 し 、 袋 の 乾 燥 を 防 ぐ た め に 十 分 な 水 を 回 収 で き な く な る と い う 問

題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 ま た 、 被 覆 部 を 備 え る 型 式 の 袋 は 、 被 覆 部 の 固 定 が 必 要 と な り 、 施 工 性 に 問 題 が あ っ た

。 な お 、 苗 木 の 背 丈 が 低 い 場 合 に は 、 袋 の 面 積 を 大 き く し て 苗 木 周 囲 に お け る 雑 草 の 繁 茂

し な い 面 積 を 広 げ る と い う 方 法 も 考 え ら れ る が 、 こ の 方 法 で は 、 袋 が 大 き く 、 そ し て 重 く

な っ て し ま い 、 や は り 施 工 性 が 悪 く な る と い う 問 題 が あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 斜 度 の 緩 い の り 面 に お い て も 十 分 な 集 水 を す る こ と が で き 、 ま た 、

施 工 性 を 低 下 さ せ る こ と な く 苗 木 の 生 育 不 良 を 効 果 的 に 防 止 で き る の り 面 植 栽 用 袋 を 提 供

す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 に か か る の り 面 植 栽 用 袋 は 、 台 形 の 表 シ ー ト の 両 側 辺 部 及 び 長 辺 部 を 該 表 シ ー ト

よ り 大 き い 裏 シ ー ト の 周 縁 部 が 覆 っ た 状 態 で 、 該 表 シ ー ト と 該 裏 シ ー ト が 一 体 化 さ れ た 台

形 と な っ て い る 。 該 表 シ ー ト は 、 不 透 水 性 で 、 苗 木 を 挿 入 す る た め の 植 穴 開 口 部 を 有 し 、

か つ そ の 表 面 の 該 植 穴 開 口 部 を 避 け た 位 置 に 、 該 長 辺 部 と 平 行 で 、 該 長 辺 部 側 に 開 口 を 有

し 、 か つ 内 部 が 該 表 裏 の シ ー ト 間 の 空 間 に 連 通 す る 一 つ 以 上 の 袋 体 が 形 成 さ れ て い る 。 該

裏 シ ー ト は 不 透 水 性 で 、 か つ 設 置 の 時 か ら 時 間 が 経 過 す る と 開 放 す る 透 根 部 を 備 え て い る

。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 該 裏 シ ー ト は 各 別 の 裏 片 及 び 中 間 の 帯 片 を 繋 ぎ 部 で 一 体 化 し 、 該 帯 片 を 生 分 解 性 材 で 構

成 し た も の で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 該 裏 シ ー ト は 各 別 の 裏 片 及 び 中 間 の 帯 片 か ら 構 成 さ れ 、 該 裏 片 と 該 帯 片 は 繋 ぎ 部 以 外 は

非 一 体 化 部 と な り 、 該 非 一 体 化 部 が 該 透 根 部 と し て 生 分 解 性 糸 で 閉 じ ら れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 該 裏 シ ー ト は 各 別 の 裏 片 か ら な り 、 両 裏 片 は 重 合 部 を 有 し 、 該 重 合 部 の 繋 ぎ 部 を 除 い た

非 一 体 化 部 が 透 根 部 と し て 生 分 解 性 糸 で 閉 じ ら れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 該 裏 シ ー ト は ス リ ッ ト を 有 し 、 該 ス リ ッ ト が 透 根 部 と し て 生 分 解 性 糸 で 閉 じ ら れ て い て
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も よ い 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 該 表 シ ー ト は 主 部 と 付 加 部 で 構 成 さ れ 、 該 主 部 は 台 形 で 該 植 穴 開 口 部 を 有 し 、 該 付 加 部

は そ の 縁 が 該 主 部 の 長 辺 縁 又 は 短 辺 縁 と 重 合 し て 該 主 部 に 続 く 台 形 を な し 、 該 袋 体 は こ の

重 合 部 分 で 形 成 さ れ た も の で あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 該 付 加 部 は 、 該 空 間 に 培 土 を 充 填 し た 状 態 で 遊 端 が 該 裏 シ ー ト に 固 定 さ れ て 該 空 間 を 閉

塞 し 、 該 表 シ ー ト の 短 辺 部 と な る 蓋 部 を 備 え て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 該 袋 体 の 内 部 を 該 空 間 に 連 通 さ せ る の は 該 開 口 と 反 対 側 で 該 表 シ ー ト に 設 け た 通 水 孔 で

あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 該 袋 体 の 内 部 を 該 空 間 に 連 通 さ せ る の は 該 開 口 と 反 対 側 で 該 表 シ ー ト に 設 け た 縫 合 部 で

あ っ て も よ い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 該 表 裏 の シ ー ト の 間 に 断 熱 材 が 介 装 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 該 表 裏 シ ー ト の 間 に 耐 水 性 を 有 す る 保 護 材 が 介 装 さ れ て い て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 該 植 穴 開 口 部 の 両 縁 部 に 耳 片 を 備 え て い て も よ い 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 該 耳 片 の 一 方 が 他 方 よ り 長 く な っ て い て も よ い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 本 発 明 に か か る の り 面 植 栽 用 袋 は 、 培 土 を 充 填 し 、 植 穴 開 口 部 を 通 し て そ の 培 土 に 苗 木

を 埋 め 込 み 、 袋 の 中 央 部 分 が 盛 り 上 が っ た 状 態 で 、 長 辺 部 が 上 側 に 配 置 さ れ る よ う 、 の り

面 に 載 置 し て 使 用 す る 。 こ の 使 用 状 態 に お い て は 、 上 側 に 配 置 さ れ た 長 辺 部 が 、 の り 面 表

面 に 沿 っ て 流 れ る 水 を 袋 表 面 に 導 く た め の 間 口 と な る 。 一 方 、 袋 表 面 に は 、 こ の 長 辺 部 か

ら 下 側 に 配 置 さ れ た 短 辺 部 に 向 か っ て 除 々 に 狭 く な り 、 裏 シ ー ト の 周 縁 部 で 挟 ま れ た 水 路

が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 広 い 間 口 か ら 導 入 さ れ た 水 は 、 袋 表 面 の 水 路 に 沿 っ て 集 め ら れ 袋

体 で 効 率 良 く 回 収 さ れ る こ と に な る 。 そ の た め 、 斜 度 の 緩 い の り 面 に お い て も 十 分 な 集 水

を す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ま た 、 長 辺 部 を 上 側 に 配 置 す る こ と で 、 特 に 苗 木 周 囲 の 上 側 の 雑 草 の 繁 茂 を 重 点 的 に 抑

制 で き る 。 背 高 く 繁 茂 し た 雑 草 は の り 面 下 側 に 向 か っ て 頭 を 垂 ら す こ と か ら 、 苗 木 に 覆 い

被 さ る 雑 草 の 多 く は 苗 木 周 囲 の 上 側 に 繁 茂 し た も の で あ る 。 そ の た め 、 苗 木 周 囲 の 上 側 の

雑 草 の 繁 茂 を 重 点 的 に 抑 制 す れ ば 、 苗 木 の 生 育 不 良 を 効 果 的 に 防 止 で き る 。 こ の 際 、 袋 の

形 状 を 台 形 に す る こ と で 、 袋 全 体 を 大 き く す る こ と な く 苗 木 周 囲 の 上 側 の 地 面 の み を 広 く

覆 う こ と が 可 能 と な る 。 そ の た め 、 施 工 性 を 低 下 さ せ る こ と な く 苗 木 の 生 育 不 良 を 効 果 的

に 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 更 に 、 こ の の り 面 植 栽 用 袋 は 、 全 体 が 不 透 水 性 の シ ー ト で 構 成 さ れ て い る こ と に よ り 保

水 性 を 有 す る と と も に 、 裏 シ ー ト に 、 設 置 の 時 か ら 時 間 が 経 過 す る と 開 放 す る 透 根 部 を 備

え る こ と に よ り 、 苗 木 が 成 長 す る に つ れ 、 苗 木 が の り 面 に 根 を 延 ば す こ と を 可 能 と す る 隙

間 を 有 す る も の に な る 。 そ の た め 、 苗 木 の 成 長 に 応 じ た 、 適 正 な 生 育 環 境 を 保 つ こ と が で

き る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 裏 シ ー ト が 、 各 別 の 裏 片 及 び 中 間 の 帯 片 を 繋 ぎ 部 で 一 体 化 し 帯 片 を 生 分 解 性 材 で 構 成 し

た も の で あ る と 、 時 間 の 経 過 と と も に 帯 片 が 腐 食 し て 開 放 部 分 を 形 成 す る 。 そ こ で 、 こ の

帯 片 が 透 根 部 と な る よ う に す れ ば 、 設 置 の 時 か ら 時 間 が 経 過 す る と 開 放 す る 透 根 部 を 極 め
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て 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 帯 片 が 生 分 解 性 材 で 構 成 さ れ な い も の で あ っ て も

、 裏 片 と 帯 片 の 繋 ぎ 部 以 外 を 非 一 体 化 部 と し そ の 非 一 体 化 部 を 生 分 解 性 糸 で 閉 じ る と 、 時

間 の 経 過 と と も に 生 分 解 性 糸 が 腐 食 し 当 初 塞 が れ て い た 非 一 体 化 部 が 開 放 す る 。 そ こ で 、

こ の 非 一 体 化 部 を 透 根 部 と な る よ う に す れ ば 、 設 置 の 時 か ら 時 間 が 経 過 す る と 開 放 す る 透

根 部 を 極 め て 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ま た 、 裏 シ ー ト が 、 各 別 の 裏 片 の み か ら な り 、 両 裏 片 が 重 合 部 を 有 す る 場 合 は 、 重 合 部

の 繋 ぎ 部 を 除 い た 非 一 体 化 部 を 生 分 解 性 糸 で 閉 じ る と 、 時 間 の 経 過 と と も に 生 分 解 性 糸 が

腐 食 し 当 初 塞 が れ て い た 非 一 体 化 部 が 開 放 す る 。 更 に 、 裏 シ ー ト が 一 枚 も の で あ っ て も ス

リ ッ ト を 有 す る 場 合 は 、 ス リ ッ ト を 生 分 解 性 糸 で 閉 じ る と 、 時 間 の 経 過 と と も に 生 分 解 性

糸 が 腐 食 し 当 初 塞 が れ て い た ス リ ッ ト が 開 放 す る 。 そ こ で 、 こ れ ら 非 一 体 化 部 或 い は ス リ

ッ ト が 透 根 部 と な る よ う に す れ ば 、 設 置 の 時 か ら 時 間 が 経 過 す る と 開 放 す る 透 根 部 を 極 め

て 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 表 シ ー ト を 主 部 と 付 加 部 で 構 成 し 、 付 加 部 の 縁 と 主 部 の 長 辺 縁 又 は 短 辺 縁 と の 重 合 部 分

で 袋 体 を 形 成 す る と 、 帯 材 を 表 シ ー ト に 固 定 し て 袋 体 を 形 成 す る 場 合 に 比 べ て 、 袋 体 を 容

易 に 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 ま た 、 付 加 部 が 、 空 間 に 培 土 を 充 填 し た 状 態 で 遊 端 が 裏 シ ー ト に 固 定 さ れ て 空 間 を 閉 塞

し 、 表 シ ー ト の 短 辺 部 と な る 蓋 部 を 備 え た も の で あ れ ば 、 培 土 が 充 填 さ れ た 状 態 に あ る 袋

を 容 易 に 閉 じ る こ と が で き 、 製 造 工 程 の 短 縮 や コ ス ト 低 減 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 袋 体 の 内 部 を 、 そ の 開 口 と 反 対 側 に お い て 表 シ ー ト に 設 け た 通 水 孔 で シ ー ト 間 の 空 間 に

連 通 さ せ る と 、 比 較 的 大 量 の 水 を 効 率 良 く 袋 体 の 内 部 に 導 く こ と が で き 、 特 に 集 水 量 を 増

や す 必 要 が あ る 場 合 に 有 効 と な る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 一 方 、 袋 体 の 内 部 を 、 そ の 開 口 と 反 対 側 に お い て 表 シ ー ト に 設 け た 縫 合 部 で シ ー ト 間 の

空 間 に 連 通 さ せ る と 、 袋 体 の 構 成 材 を 表 シ ー ト に 縫 合 し て 袋 体 を 形 成 す る 際 、 袋 体 の 形 成

と 内 部 空 間 へ の 連 通 部 分 の 形 成 を 同 時 に 行 う こ と が で き 、 製 造 工 程 の 短 縮 や コ ス ト の 低 減

を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 表 裏 の シ ー ト の 間 に 断 熱 材 が 介 装 す る と 、 外 部 か ら の 熱 を 遮 断 し 、 夏 期 に お け る 袋 内 部

の 温 度 上 昇 を 抑 制 で き る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 表 裏 シ ー ト の 間 に 耐 水 性 を 有 す る 保 護 材 が 介 装 す る と 、 保 護 材 と 裏 シ ー ト と の 間 に 培 土

を 充 填 す る こ と に よ り 、 運 搬 作 業 時 に お い て 、 袋 内 部 に 充 填 し た 培 土 が 苗 木 を 挿 入 す る た

め の 植 穴 開 口 部 か ら こ ぼ れ る こ と を 防 止 で き る 。 な お 、 断 熱 材 と 保 護 材 が 共 に 介 装 さ れ る

場 合 は 、 培 土 を 充 填 す る 作 業 性 等 を 考 慮 し 、 保 護 材 は 、 断 熱 材 と 裏 シ ー ト の 間 に 介 装 す る

こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 保 護 材 と し て は 、 カ ッ タ ー ナ イ フ な ど を 用 い る こ と な く 人 の 手 の

み で 容 易 に 破 る こ と が で き る ラ ミ ネ ー ト ク ラ フ ト 紙 や 薄 い フ ィ ル ム が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 植 穴 開 口 部 の 両 縁 部 に 耳 片 を 備 え る と 、 苗 木 を 挿 入 し た 後 、 苗 木 を 挟 み 込 む よ う に 耳 片

ど う し を ホ ッ チ キ ス 等 に よ り 接 着 す る こ と で 、 植 穴 開 口 部 に 雑 草 が 繁 茂 す る こ と を 防 止 で

き る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ま た 、 耳 片 の 一 方 が 他 方 よ り 長 く な っ て い る と 、 苗 木 挿 入 後 、 苗 木 を 挟 み 込 む よ う に 耳

片 ど う し を 接 着 す る 際 に 、 長 い 側 の 耳 片 で 他 方 の 耳 片 の 縁 部 を 被 い 三 枚 重 ね に し て 接 着 す

る こ と で 耳 片 の 隙 間 に 雑 草 の 種 が 入 り 込 む こ と を 防 止 し 、 植 穴 開 口 部 に 雑 草 が 繁 茂 す る こ

と を よ り 効 果 的 に 防 止 で き る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ ３ ５ 】

　 図 １ ～ ６ に 、 本 発 明 に か か る の り 面 植 栽 用 袋 の 具 体 例 を 示 す 。 図 １ は 同 の り 面 植 栽 用 袋

を 培 土 が 充 填 さ れ な い 状 態 で 示 し 、 （ ａ ） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は 背 面 図 で あ る 。 図 ２ は 同 の

り 面 植 栽 用 袋 の 使 用 状 態 を 示 す 斜 面 図 で あ る 。 図 ３ 及 び ４ は 、 図 １ の Ａ － Ａ 矢 視 線 及 び Ｂ

－ Ｂ 矢 視 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。 ま た 、 図 ５ 及 び 図 ６ は 苗 木 が 培 土 に 埋 め 込 ま れ た と き

の 植 穴 開 口 部 の 状 態 を 示 し 、 図 ２ の Ｃ － Ｃ 矢 視 線 及 び Ｄ － Ｄ 矢 視 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る

。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 の り 面 植 栽 用 袋 １ ０ は 、 台 形 の 表 シ ー ト １ の 両 側 辺 部 ３ 及 び 長 辺 部 ５ を 、 表 シ ー ト １ よ

り 大 き い 裏 シ ー ト ２ の 周 縁 部 ２ ａ が 覆 っ た 状 態 で 、 表 シ ー ト １ と 裏 シ ー ト ２ が 、 そ の 重 な

り 合 っ た 部 分 で 縫 合 さ れ 一 体 化 さ れ た 台 形 と な っ て い る 。 な お 、 図 １ 及 び 図 ２ に お い て 、

縫 合 部 は 、 間 隔 の 広 い 破 線 で 示 さ れ て い る 。

　 表 シ ー ト １ は 、 不 透 水 性 で 、 苗 木 １ ２ を 挿 入 す る た め の 植 穴 開 口 部 ７ を 有 し て い る 。 ま

た 、 表 シ ー ト １ の 表 面 の 、 植 穴 開 口 部 ７ を 避 け た 位 置 に 、 長 辺 部 ５ と 平 行 で 、 長 辺 部 ５ 側

に 開 口 ｐ を 有 し 、 か つ 内 部 が 表 裏 の シ ー ト １ 、 ２ 間 の 空 間 ｓ に 連 通 す る 一 つ 以 上 の 袋 体 ８

が 形 成 さ れ て い る 。

　 裏 シ ー ト ２ は 不 透 水 性 で 、 か つ 設 置 の 時 か ら 時 間 が 経 過 す る と 開 放 す る 透 根 部 ６ を 備 え

て い る 。

　 そ し て 、 こ の の り 面 植 栽 用 袋 １ ０ は 、 培 土 １ １ を 充 填 し 、 植 穴 開 口 部 ７ を 通 し て そ の 培

土 １ １ に 苗 木 １ ２ を 埋 め 込 み 、 袋 の 中 央 部 分 が 盛 り 上 が っ た 状 態 で 、 長 辺 部 ５ が 上 側 に 配

置 さ れ る よ う 、 の り 面 に 載 置 し て 使 用 す る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 こ の の り 面 植 栽 用 袋 １ ０ に よ れ ば 、 そ の 使 用 状 態 に お い て 、 上 側 に 配 置 さ れ た 長 辺 部 ５

が 、 の り 面 表 面 に 沿 っ て 流 れ る 水 を 袋 表 面 に 導 く た め の 間 口 と な る 。 一 方 、 袋 表 面 に は 、

こ の 長 辺 部 ５ か ら 下 側 に 配 置 さ れ た 短 辺 部 ４ に 向 か っ て 除 々 に 狭 く な り 、 裏 シ ー ト ２ の 周

縁 部 ２ ａ で 挟 ま れ た 水 路 が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 広 い 間 口 か ら 導 入 さ れ た 水 は 、 袋 表 面 の

水 路 に 沿 っ て 集 め ら れ 袋 体 ８ で 効 率 良 く 回 収 さ れ る こ と に な る 。 そ の た め 、 斜 度 の 緩 い の

り 面 に お い て も 十 分 な 集 水 が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ま た 、 長 辺 部 ５ を 上 側 に 配 置 す る こ と で 、 特 に 苗 木 １ ２ 周 囲 の 上 側 の 雑 草 の 繁 茂 を 重 点

的 に 抑 制 で き る 。 そ の た め 、 苗 木 １ ２ の 生 育 不 良 を 効 果 的 に 防 止 で き る 。 こ の 際 、 袋 の 形

状 を 台 形 に す る こ と で 、 袋 全 体 を 大 き く す る こ と な く 苗 木 １ ２ 周 囲 の 上 側 の 地 面 の み を 広

く 覆 う こ と が 可 能 と な る 。 そ の た め 、 施 工 性 を 低 下 さ せ る こ と な く 苗 木 １ ２ の 生 育 不 良 を

効 果 的 に 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 更 に 、 こ の の り 面 植 栽 用 袋 １ ０ は 、 全 体 が 不 透 水 性 の シ ー ト で 構 成 さ れ て い る こ と に よ

り 保 水 性 を 有 す る と と も に 、 裏 シ ー ト ２ に 設 置 の 時 か ら 時 間 が 経 過 す る と 開 放 す る 透 根 部

６ を 備 え る こ と に よ り 、 苗 木 １ ２ が 成 長 す る に つ れ 、 苗 木 １ ２ が の り 面 に 根 を 延 ば す こ と

を 可 能 と す る 隙 間 を 有 す る も の に な る 。 そ の た め 、 苗 木 １ ２ の 成 長 に 応 じ た 、 適 正 な 生 育

環 境 を 保 つ こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 裏 シ ー ト ２ は 各 別 の 裏 片 ２ １ 、 ２ ２ 及 び 中 間 の 帯 片 ２ ６ を 繋 ぎ 部 ２ ７ で 一 体 化 し 、 帯 片

２ ６ を 生 分 解 性 材 で 構 成 し た も の と な っ て い る 。

　 こ の 場 合 、 時 間 の 経 過 と と も に 帯 片 ２ ６ が 腐 食 し て 開 放 部 分 を 形 成 す る 。 そ こ で 、 こ の

帯 片 ２ ６ が 透 根 部 ６ と な る よ う に す れ ば 、 設 置 の 時 か ら 時 間 が 経 過 す る と 開 放 す る 透 根 部

６ を 極 め て 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 な お 、 透 根 部 ６ は 、 そ の 他 の 態 様 で あ っ て も よ い 。 図 ７ ～ ９ に 、 裏 シ ー ト の 他 の 態 様 の

具 体 例 を 示 す 。 例 え ば 、 上 記 裏 シ ー ト ２ と 同 様 に 各 別 の 裏 片 ２ １ 、 ２ ２ 及 び 中 間 の 帯 片 ２

６ か ら 構 成 さ れ る も の で も 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 帯 片 ２ ６ を 生 分 解 性 材 で 構 成 す る 代 わ り
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に 、 裏 片 ２ １ 、 ２ ２ と 帯 片 ２ ６ の 繋 ぎ 部 ２ ７ 以 外 は 非 一 体 化 部 ２ ８ と し 、 非 一 体 化 部 ２ ８

を 透 根 部 ６ と し て 生 分 解 性 糸 ２ ５ で 閉 じ て も よ い 。 ま た 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 裏 シ ー ト ２

が 帯 片 ２ ６ を 備 え ず 各 別 の 裏 片 ２ １ 、 ２ ２ の み か ら な り 、 両 裏 片 ２ １ 、 ２ ２ が 重 合 部 ２ ３

を 有 す る 場 合 は 、 重 合 部 ２ ３ の 繋 ぎ 部 ２ ７ を 除 い た 非 一 体 化 部 ２ ４ を 透 根 部 ６ と し て 生 分

解 性 糸 ２ ５ で 閉 じ て も よ い 。 更 に 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 裏 シ ー ト ２ が 一 枚 も の で あ っ て も

ス リ ッ ト ２ ０ を 有 す る 場 合 は 、 ス リ ッ ト ２ ０ を 透 根 部 ６ と し て 生 分 解 性 糸 ２ ５ で 閉 じ て も

よ い 。

　 こ れ ら の 場 合 、 時 間 の 経 過 と と も に 生 分 解 性 糸 ２ ５ が 腐 食 し 当 初 塞 が れ て い た 裏 片 と 帯

片 の 非 一 体 化 部 ２ ８ 、 重 合 部 の 非 一 体 化 部 ２ ４ 或 い は ス リ ッ ト ２ ０ が 開 放 す る 。 そ こ で 、

非 一 体 化 部 ２ ８ 、 非 一 体 化 部 ２ ４ 或 い は ス リ ッ ト ２ ０ が 透 根 部 ６ と な る よ う に す れ ば 、 設

置 の 時 か ら 時 間 が 経 過 す る と 開 放 す る 透 根 部 ６ を 極 め て 容 易 に 形 成 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 表 シ ー ト １ は 主 部 １ ａ と 付 加 部 １ ｂ で 構 成 さ れ て い る 。 主 部 １ ａ は 台 形 で 植 穴 開 口 部 ７

を 有 し 、 付 加 部 １ ｂ は そ の 縁 が 主 部 １ ａ の 長 辺 縁 ５ ａ 又 は 短 辺 縁 ４ ａ と 重 合 し て 主 部 １ ａ

に 続 く 台 形 を し て い る 。 そ し て 、 袋 体 ８ は こ の 重 合 部 分 で 形 成 さ れ て い る 。

　 こ の 場 合 、 帯 材 を 表 シ ー ト １ に 固 定 し て 袋 体 ８ を 形 成 す る 場 合 に 比 べ て 、 袋 体 ８ を 容 易

に 形 成 す る こ と が で き る 。 な お 、 こ の の り 面 植 栽 用 袋 １ ０ の 表 シ ー ト １ は 、 主 部 １ ａ の 長

辺 縁 ５ ａ 側 と 短 辺 縁 ４ ａ 側 の 両 側 に 付 加 部 １ ｂ 、 １ ｂ を 有 し て い る が 、 使 用 状 況 に 応 じ て

ど ち ら か 一 方 の み と し て も よ い 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 両 付 加 部 １ ｂ 、 １ ｂ の う ち 、 短 辺 縁 ４ ａ に 重 合 す る 方 は 、 空 間 ｓ に 培 土 １ １ を 充 填 し た

状 態 で 遊 端 が 裏 シ ー ト ２ に 固 定 さ れ て 空 間 sを 閉 塞 し 、 表 シ ー ト １ の 短 辺 部 ４ と な る 蓋 部

１ ７ を 備 え て い る 。

　 こ の 場 合 、 培 土 １ １ が 充 填 さ れ た 状 態 に あ る 袋 を 容 易 に 閉 じ る こ と が で き 、 製 造 工 程 の

短 縮 や コ ス ト 低 減 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 主 部 １ ａ と 付 加 部 １ ｂ は 、 そ の 重 合 部 分 で 形 成 さ れ る 袋 体 ８ の 開 口 ｐ と 反 対 側 の 位 置 で

縫 着 さ れ て い る 。 そ し て 、 そ の 縫 合 部 ９ ’ が 、 袋 体 ８ の 内 部 を 空 間 ｓ に 連 通 さ せ る よ う に

な っ て い る 。

　 こ の 場 合 、 袋 体 ８ を 形 成 す る 際 、 袋 体 ８ の 形 成 と 空 間 ｓ へ の 連 通 部 分 の 形 成 を 同 時 に 行

う こ と が で き る の で 、 製 造 工 程 の 短 縮 や コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ま た 、 袋 体 ８ の 内 部 は 、 開 口 ｐ と 反 対 側 で 表 シ ー ト １ に 設 け た 通 水 孔 ９ に よ っ て も 、 空

間 ｓ に 連 通 す る よ う に な っ て い る 。

　 こ の 場 合 、 比 較 的 大 量 の 水 を 効 率 良 く 袋 体 の 内 部 に 導 く こ と が で き る の で 、 特 に 集 水 量

を 増 や す 必 要 が あ る 場 合 に 有 効 と な る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 表 裏 の シ ー ト １ 、 ２ の 間 に は 、 断 熱 材 １ ３ が 介 装 さ れ て い る 。

　 こ の 場 合 、 外 部 か ら の 熱 を 遮 断 し 、 夏 期 に お け る 袋 内 部 の 温 度 上 昇 を 抑 制 で き る 。 た だ

し 、 断 熱 材 の 厚 さ は 、 袋 内 部 に こ も る 熱 量 が 放 散 さ れ る 熱 量 よ り も 大 き く な る こ と を 避 け

る た め 、 適 正 な 値 に 調 整 す る こ と が 好 ま し い 。 な お 、 適 正 な 厚 さ は 、 例 え ば 材 質 が Ｐ Ｐ の

場 合 、 培 土 ２ ０ リ ッ ト ル に 対 し ５ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 表 裏 シ ー ト １ 、 ２ の 間 に は 、 ま た 、 耐 水 性 を 有 す る 保 護 材 １ ４ と し て ラ ミ ネ ー ト ク ラ フ

ト 紙 が 介 装 さ れ て い る 。

　 こ の 場 合 、 保 護 材 １ ４ と 裏 シ ー ト ２ と の 間 に 培 土 １ １ を 充 填 す る こ と に よ り 、 運 搬 作 業

時 に お い て 、 袋 内 部 に 充 填 し た 培 土 １ １ が 苗 木 １ ２ を 挿 入 す る た め の 植 穴 開 口 部 ７ か ら こ

ぼ れ る こ と を 防 止 で き る 。 な お 、 こ の の り 面 植 栽 用 袋 １ ０ に は 、 断 熱 材 １ ３ と 保 護 材 １ ４

の 両 方 が 介 装 さ れ て い る が 、 培 土 １ １ を 充 填 す る 作 業 性 等 を 考 慮 し 、 保 護 材 １ ４ は 、 断 熱

材 １ ３ と 裏 シ ー ト ２ の 間 に 介 装 さ れ て い る 。 ま た 、 保 護 材 と し て ラ ミ ネ ー ト ク ラ フ ト 紙 を
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採 用 す る こ と に よ り 、 カ ッ タ ー ナ イ フ な ど を 用 い る こ と な く 人 の 手 の み で 容 易 に 破 る こ と

が で き る も の と な っ て い る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 保 護 材 １ ４ は 、 そ の 長 辺 部 ５ 側 の 縁 が 、 主 部 １ ａ の 長 辺 縁 ５ ａ 側 縫 着 部 ９ ’ に お い て 、

付 加 部 １ ｂ と と も に 主 部 １ ａ に 一 体 に 縫 着 固 定 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 表 シ ー ト １ を 複

数 の シ ー ト で 構 成 す る こ と に よ り 、 袋 体 ８ を 容 易 に 形 成 す る と 同 時 に 保 護 材 １ ４ を 表 シ ー

ト １ に 固 定 す る こ と が 可 能 と な る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 一 方 、 断 熱 材 １ ３ は 、 表 シ ー ト １ に 縫 着 固 定 さ れ て お ら ず 、 表 シ ー ト １ と 保 護 材 １ ４ の

間 で 移 動 自 在 に な っ て い る 。 し か し 、 作 業 性 や 製 造 工 程 に 応 じ て 、 断 熱 材 １ ３ を 表 シ ー ト

１ に 縫 着 し て も よ い 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 主 部 １ ａ は 、 対 を な す ２ 片 の 対 向 す る 縁 部 を 折 り 返 し て 形 成 し た 耳 片 １ ５ を 突 き 合 わ せ

、 長 辺 縁 ５ ａ 及 び 短 辺 縁 ４ ａ の 近 傍 で 接 合 し た も の と な っ て い る 。 そ し て 、 突 き 合 わ さ れ

た 両 片 の 縁 部 の 接 合 さ れ て い な い 部 分 が 植 穴 開 口 部 ７ を 形 成 し て い る 。

　 こ の 場 合 、 苗 木 １ ２ を 挿 入 し た 後 、 苗 木 １ ２ を 挟 み 込 む よ う に 耳 片 １ ５ ど う し を ホ ッ チ

キ ス 等 に よ り 接 着 す る こ と で 、 植 穴 開 口 部 ７ に 雑 草 が 繁 茂 す る こ と を 防 止 で き る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 耳 片 １ ５ は 、 そ の 一 方 １ ５ ａ が 他 方 １ ５ ｂ よ り 長 く な っ て い る 。

　 こ の 場 合 、 苗 木 １ ２ を 挟 み 込 む よ う に 耳 片 １ ５ ど う し を 接 着 す る 際 に 、 長 い 側 の 耳 片 １

５ ａ で 他 方 の 耳 片 １ ５ ｂ の 縁 部 を 被 い 三 枚 重 ね に し て 接 着 す る こ と で 耳 片 １ ５ の 隙 間 に 雑

草 の 種 が 入 り 込 む こ と を 防 止 し 、 植 穴 開 口 部 ７ に 雑 草 が 繁 茂 す る こ と を よ り 効 果 的 に 防 止

で き る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 な お 、 こ の の り 面 植 栽 用 袋 １ ０ は 、 植 穴 開 口 部 ７ の 中 央 部 が 苗 木 １ ２ の 幹 に 占 め ら れ る

こ と か ら 、 植 穴 開 口 部 ７ の 両 端 部 に お い て の み 耳 片 １ ５ ａ と 耳 片 １ ５ ｂ を 三 枚 重 ね に し て

接 着 す る よ う に し て い る 。 し か し な が ら 、 雑 草 の 繁 茂 防 止 効 果 を よ り 高 め る 必 要 が あ る 場

合 に は 、 例 え ば 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 耳 片 １ ５ ａ の 中 央 に 苗 木 １ ２ の 幹 を 通 す 切 り 込 み

１ ５ ｃ を 入 れ 、 耳 片 １ ５ ｂ を 覆 う こ と が 出 来 る 範 囲 を 広 く し て も よ い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ５ ３ 】

【 図 １ 】 本 発 明 に か か る の り 面 植 栽 用 袋 の 具 体 例 を 培 土 が 充 填 さ れ な い 状 態 で 示 し 、 （ ａ

） は 正 面 図 、 （ ｂ ） は 背 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 同 の り 面 植 栽 用 袋 の 使 用 状 態 を 示 す 斜 面 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 １ の Ａ － Ａ 矢 視 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 １ の Ｂ － Ｂ 矢 視 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ２ の Ｃ － Ｃ 矢 視 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 図 ２ の Ｄ － Ｄ 矢 視 線 に 沿 っ た 断 面 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 裏 シ ー ト の 他 の 態 様 を 示 す 背 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 裏 シ ー ト の 更 に 他 の 態 様 を 示 す 背 面 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 裏 シ ー ト の 更 に 他 の 態 様 を 示 す 背 面 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 耳 片 の 他 の 態 様 を 示 す 斜 面 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ５ ４ 】

１ 　 　 表 シ ー ト

１ ａ 　 主 部

１ ｂ 　 付 加 部

２ 　 　 裏 シ ー ト

２ ａ 　 周 縁 部

３ 　 　 側 辺 部
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４ 　 　 短 辺 部

４ ａ 　 短 辺 縁

５ 　 　 長 辺 部

５ ａ 　 長 辺 縁

６ 　 　 透 根 部

７ 　 　 植 穴 開 口 部

８ 　 　 袋 体

９ 　 　 通 水 路

９ ’ 　 縫 合 部

１ １ 　 培 土

１ ２ 　 苗 木

１ ３ 　 断 熱 材

１ ４ 　 保 護 材

１ ５ 、 １ ５ ａ 、 １ ５ ｂ 　 耳 片

１ ７ 　 蓋 部

２ ０ 　 ス リ ッ ト

２ １ 、 ２ ２ 　 裏 片

２ ３ 　 重 合 部

２ ４ 　 非 一 体 化 部

２ ５ 　 生 分 解 性 糸

２ ６ 　 帯 片

２ ７ 　 繋 ぎ 部

２ ８ 　 非 一 体 化 部

ｐ 　 　 開 口

ｓ 　 　 空 間

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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